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【一般講演3】 第9席 南宋の鍼灸2－淳熙年間－

○京都 大井 康敬 大阪 橋本 典子

南宋（1127～1279）は、北宋が異民族の金や蒙古により奪われた後、南遷して再興した王朝である。南

宋における医書の編纂・刊行では、特に個人の経験処方集が多くみられる。

今回は、演者は南宋の淳熙年間（1174～1189）の医学書における鍼灸条文を検討する。対象とした文献

は、①『三因極一病証方論』②『医経正本書』③『楊氏家蔵方』④『伝言適用方』⑤『傷寒補亡論』⑥『衛

生家宝産科備要』⑦『葉氏録験方』である。底本については「南宋の鍼灸1」の抄録を参照されたい。

①陳言著『三因極一病証方論』の成立は淳熙元年（1174）あるいはその後数年以内と考えられる。本書

は『金匱要略』の条文を用いて、病因を内因、外因、不内外因の三因で論じ、後の中国および日本の伝統

医学に大きな影響を及ぼした。②『医経正本書』は程逈著。淳熙丙申（1176）の自序と、淳熙丁酉（1177）

の陳言の跋が付されている。本書は医事に関する雑論を集めたもので、計14論が収録されている。③『楊

氏家蔵方』は楊倓編著。全20巻。楊倓序によると本書の初版は淳熙5年（1178）と見られる。家蔵の方剤

を編類したもので、1111方を全20巻、49類に分け収録している。④『伝言適用方』は呉彦夔撰。全2巻。
ごげんき

淳熙7年（1180）刊行。諸風、中暑、心痛など30余の病証が収録されている。⑤『傷寒補亡論』は郭雍撰。

原20巻。存19巻。淳熙8年（1181）自序。本書は書名の示すように『傷寒論』の欠脱を補遺する目的で書

かれたもので、『千金方』『傷寒類証活人書』『傷寒総病論』ほかの資料を用いつつ、私見を交えている。

⑥『衛生家宝産科備要』は朱端章の編になる産婦人科の方書。全8巻。淳熙11年（1184）刊行。⑦『葉氏

録験方』は葉大廉撰の方書。全3巻。治験済みの良方を世に伝えたく思い、分類して3巻となす。葉・李の

二跋によると、本書は淳熙13年（1186）に初版が刊行されている。

以上の対象文献における鍼灸条文をみると、北宋以前のように灸法中心ではなく、鍼法もほぼ同じ比率

で所出する。鍼法、灸法ともに外科的な治療は、あまりみられず、穴に対する治療が多くみられた。

鍼法については、鍼の種類・鍼の深さ・主治などが、灸法については、壮数・施灸方法・主治の記載が

みられる。これらの内容から、南宋前期の鍼灸の一端を明らかにしたい。
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